
1 

（法第28条第１項関係様式例）   

平成２９年度事業報告書 

平成２９年 ４月１日から ３０年 ３月３１日まで 

特定非営利活動法人「みどりの市民」 

１ 総括 

今年度は委託業務が一つ減り、年度当初は財政的に厳しい状況が予想され、環境ＮＰＯと

してどれだけ活動ができるか懸念された。しかし、長野市生活環境課からの生ごみ減量アド

バイザーの育成及び派遣等の委託業務を受けることができ、他の助成金を活用するなどして、

「食品ロス」、「マイクロ・プラスチックの問題」、「エシカル消費」等の新しい環境活動を地

域に発信し活動ができたことは大きな成果であった。又、若い世代が、みどり農園やエシカ

ル等の活動を通じて「みどりの市民」に参加してくれるようになったのは、活動を次世代へ

繋げるという点で、とても意味のあることだと考える。私たちが続けてきた活動が末永く受

け継がれ広がることを期待したい。 

◆各事業についての概要と内容は以下の通り。

Ⅰ 省エネ、資源リサイクル等地球温暖化防止､循環型社会づくりに関する事業 

○「生ごみ減量アドバイザー養成講座」の実施。新しいアドバイザーが 6 名誕生。「生ごみ減

量アドバイザー派遣事業及び研修事業」は 12 年目。長野市が主催する段ボール堆肥実践講

座への「生ごみ減量アドバイザー派遣事業」は７年目となり、充実した取り組みができた。

〇「長野市支援ネット」の助成金でエシカルワークショップ（3 回）の実施と、「エシカ

ル店舗ＭＡＰ」を作成。ワークショップは、親子や学生の参加があり、ネットワーク

の広がりや「エシカル消費」という新しい概念の普及に貢献できた。 

〇循環型社会の構築を目指し取り組んでいるリユース食器の普及は、信州環境フェアや

高校の文化祭などでは定着しつつあるが、新しい利用拡大、量的増加のために、更な

る広報活動が課題である。

〇新しいエコ商品の開発を提案していく必要がある。

Ⅱ 自然環境保護・保全に関する事業

○ 携帯トイレ普及による環境保全活動は「飯綱高原を美しくする会」との連携により、

着実に成果を上げている。

〇 「犀川・千曲川水系における水環境調査」は８年目となり、参加者はあまり多くは

なかったが、今年は、ながの環境パートナーシップ会議の協力も得られ、長野地域で

の継続的な活動となっている。

Ⅲ 環境教育､環境学習の実施､普及､啓発に関する事業

○ 親子対象の「エコアクティブ塾」（４回）、主婦向けの「エコサロン」（６回）などに取

り組んだ。特に「エコサロン」は、市民向けの体験型のエコ講座として、「みどりの市

民」設立以来最も長く続いている活動である。 

○ 長野市社協が主催する、夏休みの「サマチャレ」は多くのボランティアを受け入れる

ことができ実践による環境学習の機会となっている。子どもプラザへのソーラークッ

カー等の出前講座は、多くの子どもたちと楽しく活動出来た。

○ 環境教育・学習について

「信州 ESD コンソーシアム」の構成団体として総会や発表会等に参加。「みどりの市
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民」が実践しているエコサロンやエコアクティブなどはＥＳＤの活動となっている。

Ⅳ 遊休農地の活用に関する事業 

○ 今年は「大豆」「ソルガム」「うちの畑プロジェクト」を中心に実施した。会員用のじ

ゃが芋、さつま芋、スイカ等を栽培。大豆の収穫量 80ｋｇ（味噌用）、ソルガム 30ｋ
ｇと出来は良かった。みどり農園は会員の貴重な交流の場となっている。松代、寺尾

地区の畑は今年度で最後となり、次年度は川田へ移動する。面積は約 3 分の 2 になる。

Ⅴ 国際環境交流に関する事業 

〇 6 月末の 3日間、小田切にて実施された「国際ユース環境会議」に実行委員会のメン 

バーとして参画。国内外のユース（青少年）をはじめとして多く人たちと交流が 

できた。 
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２ 事業の実施に関する事項

 (1) 特定非営利活動に係る事業 

定款

の事

業名 

事業内容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

受益対象者の

範囲及び人数 

支出額 

(千円) 

省
エ
ネ
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
等
地
球
温
暖
化
防
止
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

① 生ごみ減量及び堆肥化の

推進 

・長野市生ごみ減量ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ

ｰのコーディネート（生ごみ

減量・堆肥化講座へ派遣） 

・アドバイザー養成講座 

・アドバイザー研修会 

・アドバイザー例会 

平成29年4月1日～ 

30年3月31（年間37

回） 

平成29年4月20日、5

月18日、6月22日、6

月29日、7月13日 

平成29年4月20日、 

6月22日、平成30年2

月1日   

平成29年9月14日、 

12月7日、3月7日 

長野市内 

長野市内 

長野市内 

長野市内 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤5名 

常勤・非

常勤5名 

常勤・非

常勤5名 

長野市内に居住

する一般市民 

    703名  

修了生18名 

長野市生ごみ減

量アドバイザー 

延べ159名 

1,090

② 竹林活用の地域資源循環

プロジェクト 

・竹基材による生ごみ減量・

堆肥化の普及 

平成29年4月1日か

ら30年3月31日 

長野市内 常勤・非

常勤2名 

長野市内に居住

する関心のある

一般市民 

0

③ 市民の省エネ活動 
・ライトダウンキャンペーン
（夏と冬）に参画 

・キャンドルナイトコンサー
トに参画 

・ながの環境団体大集合への
参加、出展 

平成29年6月21日～ 
7月7日 

平成29年12月8日～ 
12月22日 

平成29年7月7日 

平成29年12月16日 

長野市内
及び長野
駅前 

長野市生
涯学習セ
ンター 

常勤・非
常勤4名 

常勤・非

常勤2名 

長野市近隣に居

住する一般市民 

延べ1000名 

長野市内に居住

する一般市民 

72名 

0

④ エコ商品の普及活動 

・携帯トイレ、エコカレンダ

ー、布ナプキン、竹パウダー 

平成29年4月1日～3

0年3月31（通年） 

長野市内 常勤・非

常勤4名 

長野市内に居住

する一般市民 
68

⑤ グリーンコンシューマー 
・みらい消費プロジェクト
 エシカル消費の学習会

エシカルお店マップ作り

・レジ袋削減の普及啓発
 キャンペーン参加、持参率
調査

・グリーンコンシューマー普
及

平成29年6月10日、 
11月11日、2月4日、
平成30年3月24日 

平成30年3月 

毎月５日通年 

平成29年7月28,29

日 

もんぜん

ぷら座、ふ

れあい福

祉センタ

ー 

長野市内 

長野市内
のスーパ
ー等 

ビッグハ

ット 

常勤・非

常勤3名 

常勤・非

常勤4名 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤3名 

長野市内に居住

する一般市民55

名 

マップ配布者300

名 

店舗に来店した

一般市民 

信州環境フェア

に来場した市民 

119

0

6

⑥ リユース食器活用プロジ

ェクト  

平成29年4月1日～ 
30分年3月31日・随
時 

長野県内 常勤・非
常勤3名 

リユース食器利用

団体（14団体延べ4

009個使用） 

136
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定 款

の 事

業 名

事業内容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

受益対象者の

範囲及び人数 

支出額 

(千円)

環
境
保
護
・
保
全
に
関
す
る
事
業

① 飯縄山の携帯トイレの普

及啓発活動 

・携帯トイレの配布 

・飯縄山登山道整備 

平成29年4月～12月 飯縄山 非常勤1

名 

飯縄山登山者 320

② 水環境調査 

・身近な水環境全国一斉調査

に登録、市内52ｹ所の河川水質

調査 

平成29年6月4日 

長野市内

の河川 

常勤・非

常勤3名 

参加者17名  2

海と日本プロジェクト参加

・屋外のプラスチックごみ削

減の広報活動 

平成29年7月28,29

日 10月 

信州環境

フェア 

高校生 

常勤・非

常 勤 ２

名 

一般来場者 

受講高校生10

名 

 45

環
境
教
育
、
環
境
学
習
の
実
施
、
普
及
、
啓
蒙
に
関
す
る
事
業

① 環境学習支援 

・国際ユース環境会議参加 

・信州ESDコンソーシアム参加

・高校への講師派遣 

平成29年6月30日～

7月2日 

平成29年8月27日、 

10月28日、平成30

年2月3日 

平成29年6月21日～ 

11月29日6回 

長野市内 

長野市内 

県立北部

高校 

常勤・非

常勤2名 

非常勤1

名 

28

② エコサロン  

くらし、環境、実践をキーワード

に楽しく気軽にサロン風セミナ

ーを開催。今年のテーマは「自然

と手をつなぐ」  

平成29年4月～平成

30年3月（6回） 

ふれあい

福祉セン

ター、七二

会公民館、

信州大学

工学部 

常勤・非

常勤7名 

参加者72名 18

③ エコアクティブ塾（夏休

みの子供向け講座） 

・微生物生ごみ堆肥づくり 

・川の中の生き物見っけ 

・街も地球もどうして暑い 

・太陽熱でおいしいカレーを

作ろう 

平成29年7月27日 

8月1日 

8月4日 

平成28年8月5日 

平成28年8月9日 

ふれあい

福祉セン

ター、犀川

河川敷、も

んぜんぷ

ら座、周辺 

信大工学

部構内 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤3名 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤5名 

参加者7名 

参加者16名 

参加者9名 

参加者27名 

22

④ 環境学習の場つくり 

・みどりのエコふぁみりあ（シ

ョッピングパークイベント会

場で啓発活動）長野市との共

催 

平成29年7月22日、

平成30年3月25日 

長野市青

木島 

常勤・非

常勤4名 

買い物客 

1

遊
休
農
地
の
活

用
に
関
す
る
事

業 ①「みどり農園」の運営 

・大豆栽培 

・収穫物から、味噌など加工

食品を作る 

平成29年4月～平成

30年3月 

長野市松

代地区 

長野市内 

常勤・非

常勤3名 
会員19名 

8
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定款

の事

業名 事業内容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

受益対象者の

範囲及び人数 

支出額

(千円)

国
際
環
境
交
流

に
関
す
る
事
業

① 諸外国の環境情報の収集

と紹介 
・国際ユース環境会議参加 

サポート(環境学習支援と
重複) 

平成29年6月30～7

月2日 

長野市内 常勤・非

常勤2名 

0

そ
の
他
第
3
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
特
定
非
営
利
活
動
事
業

①広報活動        

・ニュースレターの発行 

 （40、41、42号の3回） 

・ホームページ・ブログの開

設と更新   

・ＦＭぜんこうじ出演 

②週刊長野くらし面に掲載 

・家庭でできるエコ 

② イベント参加 

･信州環境フェア（生ごみの堆

肥化とリユース食器の普及） 

・NAGANO EXPO 2017(リユース

食器の普及) 

・ながの環境フェア(生ごみ減

量・堆肥化、竹チップと竹

パウダーの販売) 

・ながの環境こどもサミット

(買い物ゲーム) 

・パートナーシップ会議環境

団体大集合（リユース食器

の普及） 

・忍者フェスタ（生ごみ堆肥

化と数珠玉作り） 

・信州ESDコンソーシアム成果

発表会 

平成29年6月～30年

1月 

随時 

毎月第4第水曜日 

平成29年9月2日、9

日、16日、23日 

平成29年7月29日～

30日 

平成29年9月17日 

平成29年10月1日 

平成29年10月22日 

平成29年12月16日 

平成30年1月8日 

平成30年2月3日 

長野市内 

長野市内 

ＦＭぜん

こうじ 

ビッグハッ

ト 

ビッグハッ

ト 

長野市清

掃センタ

ー 

長野市生

涯学習セ

ンター 

長野市生

涯学習セ

ンター 

もんぜん

ぷら座 

信州大学

教育学部 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常8名 

常勤・非

常勤4名 

常勤・非

常勤3名 

常勤・非

常勤3名

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤2名

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤2名

会員42名及び

一般市民 

ラジオ聴取者 

新聞読者 

イベント参加者 

イベント参加者 

イベント参加者 

イベント参加者 

イベント参加者 

イベント参加者 

1

(2) その他の事業 

定款の 

事業名 

事業内容 実施 

日時 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

支出

額 

(千

円) 

 なし なし なし なし  0 
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 （備考） 

    １  用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

    ２  (1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして

記載する。 

    ３  ２の（１）については、事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事

者の人数、受益対象者の範囲及び人数並びに支出額をそれぞれ記載する。 

    ４  ２の（１）のうち「受益対象者の範囲及び人数」の欄には、具体的な受益対象者及び人

数を記載する。 

    ５  ２の（２）については、事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事

者の人数及び支出額をそれぞれ記載する。定款上、「その他の事業」に関する事項を定

めている場合は、当該事業年度に実施しなかった場合も「実施しなかった」旨を記載す

る。 


